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サザンクリーンセンター推進協議会理事会 

 
日時：平成２２年 6 月 3 日（木）10:30～11:45 

場所：南部総合福祉センター 2 階会議室 

 
出  席  者 

 
上原裕常   上原 勲   金城豊明   大城英和 
古謝景春   川平善範   比屋根方次  神谷信吉 
古堅國雄   仲里 司   上間 明   城間信三 
比嘉 譲   島袋賢栄   大城純孝 

 

 

事 務 局 皆さんこんにちは。時間でございますので理事会を始めて参りたいと思います。初めに

本協議会会長であります古堅國雄与那原町長よりご挨拶をお願いしたいと思います。 

 

会  長 皆さんこんにちは。本日はお忙しい中、理事全員がご出席という事で御協力ありがとう

ございます。本日の議事日程はお手元の資料のとおりとなっておりますので、慎重審議、

御協力宜しくお願い致します。 

 

会  長 それでは早速、議事に入っていきたいと思います。日程第 1、報告第 1 号平成 21 年度

サザンクリーンセンター推進協議会事業報告について事務局の説明を求めます。 

 

事 務 局 日程第１、報告第 1 号平成 21 年度サザンクリーンセンター推進協議会の事業報告でご

ざいます。（以下説明） 

 

会  長 ただ今事業報告の説明がございましたけれども、日程第 2 号も相関連致しますので、 

決算の説明、そして監査報告まで受けてから質疑に入りたいと思いますが宜しいでしょ 

うか。 

 

一同 「異議なし」 

 

会  長 それでは引き続き日程第 2 の認定第 1 号平成 21 年度サザンクリーンセンター推進協議

会歳入歳出決算についてを説明していただきます。 

 

事 務 局 平成 21 年度歳入歳出決算でございます。それでは資料 2 をご覧になって頂きたいと思

います。（以下、平成 21 年度歳入歳出決算書説明） 
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会  長 それでは監査員の方、ご報告お願いします。 

 

監  事 平成 21 年度の監査を当センターの会議室で行いました。読み上げて監査報告を致した

いと思います。 

平成 21 年度監査報告書。平成 21 年度サザンクリーンセンター推進協議会歳入歳出予

算について、次のとおり監査を実施したので報告致します。 

監査実施年月日、平成 22 年 5 月 17 日。監査所見、平成 21 年度の決算監査にあたり、

当該会計の現金出納簿、証憑書類、預金通帳及び各種帳簿等を監査した結果、帳簿の記

帳、証憑書類の整理、現金出納並びに保管状況はいずれも的確であり、適正に処理され

ていることを認めます。平成 22 年 5 月 17 日、監査員、伊藝繁、長田早苗。以上報告

致します。 

 

会  長 ご苦労様でした。ただ今日程第 1、日程第 2、決算書或いは監査報告もございました。

これについて何かご質疑ご質問がございましたら、挙手をもってお願いしたいと思いま

す。 

 

理  事 歳出の方ですね、需用費、広報誌の件なんですが、これは地域の声として本当に毎月毎

月必要なのかと。そういう話もある中で、今 12 か月分、3 百万、大きい額と思います

が、この件についてどう思いますか。 

 

会  長 事務局から説明してもらってから、私が後で補足したいと思います。 

 

事 務 局 広報誌の件でございますけれども、毎月発行している地域だよりでございます。それに

ついては、去年は確かに事業が進展しないという事で毎月定期的に発行して参りました

けれども、こういった意見も色々な会議の場でそういった声が聞こえます。やはり見直

したほうがいいんじゃないかというふうなお話も聞いております。そういった事で予算

のときにも説明しようと思っているんですが、本年度からは見直しをさせていただきた

いと考えております。 

 

会  長 ちょっと補足させてもらいます。この地域便りの件については、他の理事の皆さんから

も、或いは構成市町の議会の方からもご指摘がありまして、やはりこの厳しい財政事情

の中で広報活動も非常に大事ではありますけども、この地域便りについては改めるべき

ではないかというようなご指摘が多々ありました。それを踏まえて新年度からは地域だ

よりは一応定期的には出さないという事で、どうしてもこの理事会とか或いは幹事会と

か、或いは全体を含めてどうしても必要な重要な事項があるときに限って地域住民の皆

さんにお知らせする必要が出てきた場合には、そういう形で発行するという形を取って

いきたいと。定期的に毎月とか隔月とかいうような形ではなくて、そういう必要なとき

に発行するという形にしたいと思っております。 
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理  事 なぜこの件を尋ねたかといいますと、今まではこのサザン協に対して進捗状況は皆興味

があったんですよ。それが白紙に戻った状態で、今後のやり方として定期的に、何ヶ月

に一回とかは分かりませんが、特に毎月出すのは予算、今財政難という中で、ちょっと

見直して欲しいと、こういう意見であります。 

 

会  長 分かりました。他にご質疑、ご質問ございませんか。 

 

 （進行の声） 

 

会  長 進行の声がございますので進めてまいりたいと思います。 

ただ今の日程第 1、日程第 2 事業報告並びにサザンクリーンセンター推進協議会の歳入

歳出決算については原案通り可決決定したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

一同 「異議なし」 

 

会  長 全員の異議なしの声がございますので、承認されました。 

 

会  長 それでは日程第 3、議案第 1 号平成 22 年度サザンクリーンセンター推進協議会事業計

画について説明をお願いしたいと思います。 

 

事 務 局 それでは日程第 3、議案第 1 号平成 22 年度サザンクリーンセンター推進協議会事業計

画についてご説明を申し上げます。（以下事業計画説明） 

 

会  長 ただ今平成 22 年度の事業計画についての説明がございました。非常に重要でございま

すので、議案一つ一つ審議して頂くという形で進めて参りたいと思います。 

 

会  長 ただ今の事業計画についてでございますけれども、この 22 年度が非常に大きな節目に

なるだろうと。重要な 22 年度の取組みによって将来が決定付けられるだろうと思いま

すので、各部会とも、第 1 部会から第 4 部会まで、そして幹事会も本当に意欲的に相

提携しながら、これまでの経験、或いは反省も踏まえて、この 10 月までには理事会に

提案できるようにという事で取り組んでいるという事でございます。理事会から始まっ

て幹事会、第 1 部会から第 4 部会まで全組織が立ち上がって、今精力的に取り組んで

いるという事を一つご理解いただきたいと思います。 

それでは今の事業計画について、何かご質疑ご質問がございましたら宜しくお願い致し

ます。 

 

理  事 しっかりと、幹事会あたりで検討させて、今年 22 年度が大きな山だと思いますので、

しっかりとこの事業計画の下に進めていきたいというふうに思います。 
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会  長 分かりました。ただ今ございましたように、この 22 年度が正念場だというふうに自覚

を持って、しっかり取り組んで行くという事で一つご承認を頂きたいと思いますが宜し

いでしょうか。 

 

一同 「異議なし」 

 

会  長 ありがとうございました。全員の賛同を頂きまして、議案第 1 号平成 22 年度サザンク

リーンセンター推進協議会事業計画が承認されました。 

 

会  長 次に日程第 4、議案第 2 号平成 22 年度サザンクリーンセンター推進協議会歳入歳出予

算書について事務局の説明を求めます。 

 

事 務 局 それでは日程第 4、議案第 2 号平成 22 年度サザンクリーンセンター推進協議会歳入歳

出予算についてでございます。お手元の予算書をご参照していただきたいと思います。 

 （以下予算書説明） 

 

会  長 ただ今事務局の説明が終わりました。この予算についてご質疑、ご質問があれば宜しく

お願い致します。 

 

会  長 ご質疑がなければ進めたいと思いますが宜しいですか。 

 

一同 「異議なし」 

 

会  長 それでは異議なしの声がございますので、議案第 2 号平成 22 年度サザンクリーンセン

ター推進協議会歳入歳出予算については、原案のとおり可決決定したいと思いますが、

宜しいでしょうか。 

 

一同 「異議なし」 

 

会  長 全員賛成で可決決定されました。 

 

会  長 これをもちまして本日の議事は全て終了でございます。本当に有難うございました。

色々な面で意見交換が出来たこともまた含めて、22 年度の事業に取り組んで参りたい

と思いますので、どうぞ御協力をお願い申し上げてご挨拶に代えたいと思います。本当

にありがとうございました。 


